


































































［ 1 - 2 ］近代期以降の日本に「あるべき倫理」とし
て導入された西洋の宗教的エートスは、福祉思想
の「ある倫理」として定着した。（実体概念の変容）










































































の作業仮説 2 - 1 ・ 2 - 2 を設定する。














仮説を構造化する。（図 1 - 1 ・ 1 - 2 ）






















































































































































































































































































































































































































































































































一方、表 5 - 2は教導職が所属する仏教寺院の件




仮定し、表 5 - 2 の状況を分析する。
表 5 - 1・5 - 2の調査時期と異なるが、1876（明
治 9）年発刊の『明治史要附録概表』（修史局編









































































3）	社会倫理学者の村田（2005： 2 - 4 ）によれば、
「ある倫理」とは「社会に定着し、存在する倫理」
であり、「あるべき倫理」は「社会や集団の存続
と改善のための条件」に位置づけられる。そし
て、村田が示す二つの倫理の関係性は、現代日
本における社会福祉の実体概念と目的概念に対
応していると考える。
4）	筆者（坪井2020b）は先行研究（吉田1979・1989・
2003）における分析視座の特徴を考察した。そ
の結果、先行研究は宗教と福祉思想の関係性を
重視し、国内外の文化的・社会的特徴が福祉思
想の通時的特徴に影響を及ぼすという分析視点
を示した。また、ヴェーバー（Weber,	M.）の理
念型（宗教的エートス）に基づく社会科学的な
史観を重視する研究課題も導出された。［文献］
吉田久一「社会福祉と諸科学 1―社会事業理論
の歴史」、一粒社、1979年。同「吉田久一著作集
1―日本社会福祉思想史」、川島書店、1989年。
同「社会福祉と日本の宗教思想―仏教・儒教・
キリスト教の福祉思想―」、勁草書房、2003年。
5）	吉田（2003）は本研究の分析枠組みに内在する
仏教・儒教・キリスト教と福祉思想の関係性を論
究しているが、［領域 1：神］の神道は取り上げ
ていない。また、近代期の政府機関（内務官僚）
と「国家の祭祀」である神道の関連性を考察し
た藤本（2009：46–47・81）の研究成果は、明治
期以降の神道が近代期の慈善事業・社会事業・
戦時厚生事業の「政策を支える内面的役割を担
うエートス」（吉田2003： 2 ）として存立してい
た蓋然性を示している。一方、近代期の国家神
道を論究した阪本（1994：10–11・357）によれ
ば、近代期に現出した［領域 1：神］の神道は
「国家の法制的形式的な神社非宗教論」に位置づ
けられる国家神道と「国民の神社信仰」にかか
わる宗派神道・教派神道が並立していたという。
6）	河野省三「神道大綱」、白井書店、1925年。文部
省宗教局「宗教要覧」、文部省、1916年。安原信
輔「神社と宗教」、弘道館、1919年。
7）	遠藤興一「天皇制慈恵主義の史的構造につい
て」、明治学院大学社会学・社会福祉学研究121、
2005年。遠藤興一「天皇慈恵主義とはなにか―
その成立過程と実施内容について」、明治学院大
学社会学・社会福祉学研究124、2007年。池田敬
正「日本社会福祉史」、法律文化社、1986年。吉
田久一「吉田久一著作集 1―日本社会福祉思想
史」、川島書店、1989年。
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